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【概要】
一般消費者の食の安全安心に対する意識の高まりとともに，農薬

の使用を減らし，環境に配慮した農作物栽培が求められている。
植物は，病原菌の侵入に対して，これを防ぐ抵抗性を本来有して

いる。緑色光や紫外光を照射することによって，この抵抗性を誘導
し，植物の病害が防除されることは従来から報告されていた。

本研究では キュウリやメロンなどの植物にLEDやHEFLを光源と
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本研究では，キュウリやメロンなどの植物にLEDやHEFLを光源と
した近赤外光を照射することにより，うどんこ病を防除できることを
明らかにした。従来の波長とは異なる近赤外光を照射するものであ
り，新たな病害防除技術として利用できる可能性を持っている。

白色光 近赤外光

近赤外光照射が「うどんこ病」
の抑制に与える影響

キュウリの種をビ
ニールポットに播
種して，2～3葉期
まで生育させる

キュウリうどんこ病菌の
胞子を1×105spores/ml
に調整して 噴霧器を用

近赤外光の照射による抵抗性遺伝子の発現
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噴霧接種後に24時間連続点灯の各光波長の下に保つ
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病害抵抗性関連遺伝子（PR 遺伝子）の発現調査

PR 遺伝子

アクチン

白色光 近赤外光噴霧接種1週間後にキュウリ葉でのうどんこ病の発病度を調査

胞子

胞子

近赤外光照射により，うどんこ病菌に直接的な殺菌
作用を示すことなく，キュウリに抵抗性を誘導すること
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【応用例】
・ハウス栽培・苗生産における病害防除
・ 病害防除用の光源（LED，HEFL等） への応用
・ 光照射用の装置 機器への応用

近赤外光照射により，うどんこ病が抑制された。 により，発病が抑制された。
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光照射用の装置，機器への応用


